


１ ） 背景

○   御浜町が管理する 橋梁は、 令和6年4月現在、 全148橋（ 橋長2ｍ以上） で、 そのう

ち15ｍ以上の橋梁は39橋、 15ｍ未満の橋梁は109橋である 。

○ 　 管理橋梁全148橋の内、 建設年次の記録がない橋梁が49橋あり 、 建設年次が明確であ

る 99橋の内、 現時点で建設後50年を経過し た橋梁は34橋である が、 20年後には建設

後50年を経過する 橋梁が83橋と 約84％を占め、 橋梁の高齢化が進展し ていき ま す。

○ 　 こ れま での橋梁の維持管理は、 損傷が深刻な状態に陥った段階で、 大規模な修繕や

橋梁を架替える など 、 事後的に修繕を実施する 対症療法型の手法がと ら れてき ま し た。

○ 　 今後、 高齢化橋梁が急速に増加し ていく こ と から 、 従来同様の事後的な維持管理で

は維持管理に係る 費用が膨大と なり 、 利用者への安全性や信頼性を確保する ための適

切な維持管理の継続が困難と なり 、 結果と し て道路サービ ス の低下に繋がる こ と が予

想さ れま す。

○ 　 平成26年度改定さ れた道路法に則り 全管理橋を5年毎に点検致し ま す。

２ ） 目的

○ 　 安全性や信頼性を確保し た道路サービ ス の提供を目的に、 長寿命化修繕計画を策定

し 、 従来の事後的な維持管理から 予防的な修繕およ び計画的な架替えを実施する 、 予

防保全型へと 管理手法の転換を図る 。

○ 　 長寿命化修繕計画に基づき 、 橋梁の長寿命化並びに維持管理費用の縮減を図る 。
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１ ． 長寿命化修繕計画の目的
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